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保護者
学校は，学校教育目標や学校の方針，取り組みを分かりやすく学校だよ
りやホームページで伝えている。

25.6% 68.8% 5.6% 0.0%

①情報共有 教職員 ホームページや学年・学級だよりで学校の様子を知らせている。 15.0% 30.0% 50.0% 5.0%

地域
学校だよりやホームページ，学年だよりなどで学校の様子が伝わってい
る。

38.5% 56.4% 5% 0%

保護者 子どもたちは，地域や学校でルールやきまりを守っている。 29.8% 62.9% 7.0% 0%

②ルール・きまり 教職員 ルールやきまりを守る大切さを指導している。 52.4% 47.6% 0% 0%

児童 がっこうのきまりをまもっている。 47.7% 45.5% 5.8% 0.9%

地域 子どもたちは，地域や学校でルールやきまりを守っている。 15.4% 71.8% 12.8% 0%

保護者 子どもは，家で宿題や家庭学習を進んでしている。 27.0% 54.0% 18.0% 1.0%

③家庭学習 教職員 家庭学習に主体的に取り組めるように，指導している。 24.7% 57.2% 17% 1.1%

児童 おうちでべんきょうをがんばっている。 62.0% 29.6% 7.2% 1.2%

保護者 学校は，児童一人一人を大切にしている。 27.7% 66.8% 5.3% 0%

④学校生活 教職員 子どもに声をかけ，困りに寄り添って話を聞いている。 33.3% 61.9% 5% 0%

児童 がっこうはたのしい。 60.2% 31.3% 7.2% 1.3%

保護者 子どもは，めあてがはっきりして，授業が分かりやすいと言っている。 19.7% 60.1% 18.3% 1.9%

⑤授業 教職員 どの子にもわかりやすい授業をしている。 0.0% 85.0% 15.0% 0%

児童 めあてがはっきりしていて，じゅぎょうがわかりやすい。 57.6% 36.8% 5.0% 0.6%

保護者 子どもは，自分の考えを話したり書いたりすることができている。 13.9% 59.7% 25.1% 1.3%

表現 教職員 進んで発表できるように指導している。 25.0% 70.0% 5.0% 0%

児童 じぶんのかんがえをはなしたり，かいたりしている。 40.6% 41.8% 16.4% 1.3%

聞く 教職員 人の話を聞くように指導している。 47.6% 52.4% 0.0% 0%

児童 ひとのはなしをしっかりきいている。 55.9% 36.9% 6.3% 0.9%

保護者 子どもは，先生と話しやすい，相談しやすいと言っている。 27.3% 54.8% 16.0% 1.9%

⑥相談・信頼 教職員 子どもに声をかけ，困りに寄り添って話を聞いている。 18.2% 63.6% 0% 0%
児童 せんせいやともだちに，こまったことなどをはなしている。 48.3% 33.5% 11.9% 6.3%

保護者 子どもは，自分から進んであいさつをしている。 21.4% 50.0% 27.8% 0.8%
⑦あいさつ 教職員 進んであいさつをする大切さを指導している。 28.6% 61.9% 9.5% 0%

児童 じぶんからすすんであいさつしている。 50.8% 37.0% 11.0% 1.3%

地域 子どもたちは，近所の人に進んであいさつしている。 13.2% 50.0% 34.2% 3%

保護者 家で本を読むことが大切だということを，子どもに声をかけている。 23.0% 47.6% 27.3% 2.1%

⑧読書 教職員 読書の大切さを指導している。 15.0% 55.0% 30.0% 0.0%

児童 おうちで，まいにちどくしょをしている。 25.3% 27.8% 26.9% 19.9%

保護者 次の日の準備をしっかりするように子どもに声をかけている。 40.3% 52.0% 7.7% 0%

⑨学習準備 教職員 週予定など学習の見通しがもてるように指導している。 36.8% 52.6% 10.5% 0%

児童 おうちで，つぎのひのじゅんびをしている。 76.6% 17.8% 4.4% 1.3%

　

　平素は本校教育にご理解とご協力をいただき，誠にありがとうございます。今年度は「自ら学び考え，心豊か
にたくましく未来を拓く子」～未来を夢にもち，未来に向かって生きるこの育成～　を学校教育目標とし取組を
進めてきています。
　本年度の第２回学校評価アンケートを１月に実施しました。このアンケートの結果から，これまでの取組の成
果と課題を分析し，今後に向けての取組の改善を図っていきたいと考えています。アンケート記入のご協力あ
りがとうございました。

対象 項目内容
実現度

平成３０年３月１９日 

京都市立柊野小学校 

校長 長谷川 正 
平成30年度第２回学校評価アンケートより 



保護者 早寝・早起き・朝ごはんの習慣が身についている。 36.0% 46.9% 16.0% 1.1%

⑩健康 教職員
基本的な生活習慣を身のつけ，手洗いうがいなどなど健康に気をつけ
る大切さを指導している。

45.0% 50.0% 5.0% 0%

児童 てあらい，うがいなどけんこうにきをつけている。 70.5% 25.4% 2.5% 1.6%

保護者 危険な場所などについて子どもと話をしている。 38.2% 55.3% 5.9% 1%

⑪安全 教職員 危険を予測したり，安全に行動したりすることを指導している。 60.0% 40.0% 0.0% 0%

児童 あんぜんにきをつけてあそんだり，とうげこうしたりしている。 73.4% 22.5% 2.8% 1.3%

　

　

≪強い心と体≫より      項目 １・２・３・８・１８                                                                                             
 本校では，薬物乱用教室やインターネットの危険性についての学習を行っています。その学習を通して，薬物の恐ろしさを知り，誘われてもしっかりと断る強い意志を
もつこと。また，インターネットやスマートフォンなどの使い方を間違えると自分自身に，大きな事件性のある内容が降りかかることなどの学習をします。これらの学習の
中で，自分の心を強くもち，正しい知識を身につけ，健全な心身を養うことの大切さを学んでいます。子どもたちが健全な心や体をもち成長できるように，学校だけでなく，
家庭や地域の方々の協力は，学校以外に不可欠になると感じています。よろしくお願いいたします。 

≪生きがい・やる気≫より   項目８・９・１０・１２・１３・１４・１５・１６・１７・１８                                                                                                 
 学校だより９月号より抜粋≪学校の玄関や校長室の前に，挨拶について書かれているものを見かけられたことはありますか。４つの挨拶（本当は4つではなく，5つ目も
あります）について書かれています。子どもたちには毎年話をしているので，多くの子が知っていると思います。また，とっても素敵な挨拶をしてくれる子どもたちも増えて
きているように思い，嬉しく感じています。 
「大きな声で挨拶を」「相手の顔を見て挨拶」「立ち止まって（会釈して）挨拶を」「笑顔で挨拶を」そして，「自ら進んで挨拶を」です。 
なぜこの時期に挨拶のことをと，思われるかもしれませんが，夏休み前と夏休み明けでは，挨拶の仕方が極端にできなくなっていることがあるからです。挨拶だけでは
ありません。靴箱の靴の入れ方や物の扱い方まで少しずつ変わっているものです。身についていたことも知らず知らずにできにくくなってくるものです。子どもだけでなく
我々大人も同じことだと思います。礼儀作法やけじめについては，わかっていてもきちんとできなくなることがあります。だから，できないことが良くないことではなく，大切
なことは，節目，節目で意識して気を引き締める必要があります。特に，見えないもの（人の心や気持ち）ほど，気をつけて意識することが大切ではないでしょうか。校長 
本多 逸朗≫上記は，子どもが１つのことを継続して行い，目標に向けて進んでいくことの例を紹介しました。学校生活全体から子どものやる気を育てていくことは，今
後も継続し，ご家庭でも同様に取り組んでいくことが，本当は重要で大切なことかもしれません。 

 

★アンケートの傾向から                                                                                             

 児童・保護者の方々・地域の方々・教職員にアンケートを実施しました。それぞれの立場で質問に答えるという形式で実施しました。

上の表はその回答を百分率で示しています。数値を分析した結果，児童の現状として特に気になった内容について報告します。 
 
①情報共有について 

 保護者・地域共に９０％以上が実現できていると評価しています。教職員は５０％が実現できていないと評価しています。学年によっ

て，ホームページの更新が十分ではないという反省があります。ホームページやおたよりだけでなく，家庭訪問等で普段の児童の様子

をできるだけ迅速にお伝えしていくようにしていく必要があります。 

 

②ルールやきまりについて 

 第1回では約９％の児童が実現できていないと評価していましたが，今回は６．８％と割合が減りました。保護者や地域の方々はルー

ルやきまりを守っていないという評価があります。今後もルールやきまりの意味や大切さを学校・家庭・地域で児童に働きかける必要

があります。 
 
③家庭学習について 

 第1回では約２０％の児童が実現でききれていないと評価していましたが，今回では８．４％と割合が減りました。家庭学習は学校で

学んだ内容を，再度確認したり，練習したりする学習です。自分で学習する習慣をつけておくことが更なる成長につながります。児童が

意欲的に学習できるような家庭学習を，教職員や家庭で考えていく必要があります。また，家庭学習をしている頑張りを評価していくこ

とも大切です。 
 
④学校生活について 

 第1回では「学校が楽しい」と評価していない児童が約１１％いました。今回は８．５％と割合が減りました。夏休み前と比べると，学習

や人間関係に対する不安が減ってきたと考えます。来年度も学校では，普段の子どもたちの様子をつぶさに見守り，適切な声かけや

指導と評価をしていかなければなりません。家庭では，子どもと向き合う時間を確保していただき，子どもの様子や気持ちを把握し寄り

添っていくことが大切だと考えます。 

  

⑥相談・信頼について 

 第1回では，自分の困ったことを，先生や友達に相談することに不安をもっている児童が約２６％でしたが，今回は約１８％でした。夏

休み前と比較し，担任やクラスに慣れ，安心して活動ができてきているのではないかと考えます。教員は，来年度も表現することが苦

手な児童に対して，寄り添って話を聞く姿勢をもち続けていくことが必要だと考えます。 
 

⑦あいさつについて 

 放課後まなび教室や見守り隊のスタッフの方々に聞いてみると，高学年になるほど自分から進んであいさつができないようになって

きているという声を聞きました。成長にしたがって照れくさくなる傾向はあるかもしれませんが，あいさつをすることによって，人と人の

心をつなぐということを学んでほしいです。児童の様子を毎日見ていますと，あいさつはできるのですが，「じぶんからすすんで」という

ことができきれていないということだと思います。計画委員会を中心に児童会活動として「あいさつ運動」を実施しており，あいさつをし

ようという雰囲気づくりをしています。あいさつの大切さを学校や家庭で子どもに働きかけることも大切だと考えます。 
 

⑩健康について 

 「早寝・早起き・朝ごはんの習慣が身についていない」と評価している保護者の割合が約１７％でした。第1回も同じような割合でした。

1日を元気に始めるためには，早く就寝し十分な睡眠をとる必要があります。睡眠時間と学力は密接に関係しているといわれています。

親子そろって，早寝・早起きをすることから始めてみてほしいと思います。 
 
★来年度に向けて 
 第1回アンケートに比べると，気になる割合が少なくなってきました。児童の頑張りが一番ですが，保護者の方々の励まし，地域の方
の温かい声かけ，教職員の指導と評価が一体となって児童の変化につながったと思います。第2回の結果をみなさまで共有し，改善し
ていく方法をそれぞれの立場で考えて，「子どもといっしょに」やっていくということが大切ではないでしょうか。 また，２月２６日（火）に
開催した第３回学校運営協議会では，このアンケート結果を地域の方々や保護者の方々と共に話し合う機会がありました。そこでは，
児童の様々な問題をに対して学校・保護者・地域一緒になって取組ことができないのかという意見がありました。未来の柊野地域を背
負って立つ大切な児童が優しく健やかに育ち，素敵な家庭を築いていってほしいという共通の願いをもとに，児童の様子を学校・保護
者・地域で温かく，そして時には厳しい目で見守っていきたいと思います。 

 
 


